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論 文 内 容 の 要 旨
現在迄に均質な光球,彩層モデルを作る観測材料として,太陽像の可視光の周縁減光,日食時における
可視光及びパルマ-連続光の強度分布,赤外及び紫外連続転射の波長分布等がある｡これらのモデルのう
























































高温の Celboundaryにもとづき赤外や mm 領域の放射量はその体積比の大きな celinteriorの光に
もとづいていることになり,均質モデルの説明しえなかった難点は解決された｡
彩層の非均質モデルは従来その必要性は認識されていたにもかかわらず,信頼すべきモデルは存在しな
かった｡申請者は多数の観測データーにもとづき,慎重な取 り扱いにより始めて信頼すべき非均質モデル
を提示したといえよう｡ただ非均質モデルを作る場合,未知数は必然的に多くなり,それを求めるに足る
観測材料は絶対的に不足するのでこのモデルも観測材料の増加とともに,更に改善せらるべき性質のもの
であろう｡その場合の出発点となるべき非均質モデルは申請者の提示したものになるので,申請論文は太
陽物理学の研究に少なからざる貢献をしたといえる｡よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あ
るものと認める｡
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